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が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
�

　
　
病
院
長
　
角
　
重
信
�

　
現
在
、
わ
が
国
の
が
ん
対
策
は
、
平
成
16
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
た
「
第
3
次
対
が
ん
10
か
年
総
合
戦
略
」

に
基
づ
き
、
各
種
の
施
策
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
総
合
戦
略
に
お
い
て
は
、
全
国
ど
こ

で
も
質
の
高
い
が
ん
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
が
ん
医
療
の
「
均
て
ん
化
」
を
図
る
こ
と
が

目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
医
療
水
準
の
均
て
ん

化
の
実
現
に
向
け
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成
18
年
８
月
24
日
、
当
院

は
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
及
び
要
件

に
つ
い
て
、
要
点
を
列
記
し
ま
す
。�

�Ⅰ
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
お
よ
び

　
役
割
に
つ
い
て
�

◆
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
�

　
国
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院
及
び
東
病
院
�

　
・
他
の
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
へ
の
支
援
、
並

　
　
び
に
専
門
的
医
師
等
の
育
成
等
�

◆
都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
�

　
広
島
県
に
お
い
て
は
、
広
島
大
学
病
院
�

　
・
主
に
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
で
専
門
的

　
　
な
が
ん
医
療
を
行
う
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師

　
　
等
を
対
象
と
し
た
研
修
の
実
施
�

　
・
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
に
対
し
、
情
報

　
　
提
供
、
症
例
相
談
や
診
療
支
援
の
実
施
�

　
・
都
道
府
県
が
ん
診
療
連
携
協
議
会
の
設
置
�

◆
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
�

　
二
次
医
療
圏
に
1
カ
所
程
度
…
�

　
広
島
県
に
お
い
て
は
現
在
9
病
院
　
�

　
　
県
立
広
島
病
院
、
広
島
市
民
病
院
、
広
島
赤
十

　
　
字
・
原
爆
病
院
、
Ｊ
Ａ
広
島
総
合
病
院
、
呉
医

　
　
療
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
尾
道
総
合
病
院
、
福
山
市

　
　
民
病
院
、
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
、
三
次
中
央

　
　
病
院
�

�Ⅱ
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
の
指
定
�

　
要
件
に
つ
い
て
�

◆
診
療
体
制

 
①
診
療
機
能
�

　
▼
各
医
療
機
関
が
専
門
と
す
る
分
野
に
お
い
て
、

　
　
集
学
的
治
療
（
手
術
・
抗
が
ん
剤
治
療
・
放
射

　
　
線
治
療
等
）
及
び
各
学
会
の
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

　
　
ン
に
準
ず
る
標
準
的
治
療
並
び
に
応
用
治
療
を

　
　
行
う
こ
と
。�

　
▼
わ
が
国
に
多
い
が
ん
に
つ
い
て
、
セ
カ
ン
ド
オ

　
　
ピ
ニ
オ
ン
を
提
示
す
る
機
能
を
持
つ
か
、
又
は

　
　
施
設
間
連
携
に
よ
っ
て
対
応
で
き
る
体
制
を
有

　
　
す
る
こ
と
。�

　
▼
緩
和
医
療
の
提
供
�

　
▼
地
域
の
医
療
機
関
へ
の
診
療
支
援
や
病
病
連
携
・

　
　
病
診
連
携
の
体
制
�

　
②
診
療
従
事
者
�

　
▼
専
門
的
な
が
ん
医
療
に
携
わ
る
医
師
の
配
置
　

　
▼
専
門
的
な
が
ん
医
療
に
携
わ
る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル

　
　
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
�

　
③
医
療
施
設
�

　
▼
専
門
的
治
療
室
の
設
備
�

　
▼
禁
煙
対
策
の
推
進
�

◆
研
修
体
制
�

　
①
主
に
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
等
を
対
象
と
し
た
、

　
　
早
期
診
断
、
緩
和
医
療
に
関
す
る
研
修
の
実
施
�

　
②
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
内
外
の
講
師
に

　
　
よ
る
公
開
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
定
期
的
な
開
催
�

◆
情
報
提
供
体
制
�

　
①
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
内
に
相
談
支
援

　
　
機
能
を
有
す
る
部
門
（
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）

　
　
の
設
置
�

　
②
標
準
登
録
様
式
に
基
づ
く
院
内
が
ん
登
録
の
実

　
　
施
�

�　
当
院
は
、
広
島
県
西
部
の
中
核
病
院
と
し
て
一
般

診
療
は
勿
論
の
こ
と
、
今
後
さ
ら
に
が
ん
診
療
の
充

実
に
力
を
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

　
標
準
的
治
療
法
等
が
ん
診
療
に
係
る
一
般
的
な
情

報
提
供
を
受
け
た
い
、
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
を
受

け
た
い
、
あ
る
い
は
医
師
の
紹
介
、
患
者
さ
ん
の
療

養
上
の
ご
相
談
等
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
医
療

連
携
室
（
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�



JA広島総合病院／広報誌「せと」第18号　　　　　　　　　　2007年（平成19年）1月29日（月曜日）発行

2

診
療
科
紹
介主

任
部
長 

　
内
藤
博
之 

主
任
部
長
代
理 

　
藤
本
英
夫 

部
長 

　
向
井
啓
司 

　
今
福
雅
子 

　
坂
手
慎
太
郎 

産

婦人

科

　
産
婦
人
科
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
写
真
の
よ

う
に
『
内
藤
』『
藤
本
』『
向
井
』『
今
福
』『
坂

手
』
の
5
人
で
す
。 

　
外
来
診
療
の
受
付
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
8
時
30
分
か
ら
11

時
00
分
で
す
。
火
、
木
曜
日
は
午
後
2
時
か

ら
3
時
ま
で
午
後
診
療
を
し
て
い
ま
す
。

午
後
診
療
は
手
術
前
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
や
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
な
ど
、

や
や
時
間
の
か
か
る
診
療
が
中
心
で
す
。

初
診
は
予
約
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
再

診
は
時
間
予
約
制
で
す
。
患
者
さ
ん
が
多
く
、

時
間
ど
お
り
に
診
察
で
き
な
く
て
申
し
訳

ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
毎
日
、
院
内

検
診
の
子
宮
頸
癌
検
診
を
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
手
術
は
毎
週
月
、
水
、
金
曜
日
の
午
後

か
ら
1
日
2
〜
3
例
あ
り
、
毎
年
増
加
傾

向
で
す
。
こ
の
1
年
間
（
平
成
17
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
18
年
3
月
31
日
）
の
分
娩

数
は
6
1
4
例
と
増
加
傾
向
で
、
手
術
数

は
4
5
6
例
、
そ
の
う
ち
開
腹
手
術
例
が

3
2
9
例
、
悪
性
腫
瘍
手
術
（
上
皮
内
癌

を
除
く
）
が
36
例
、
腹
腔
鏡
手
術
が
26
例

で
し
た
。
悪
性
疾
患
で
は
、
病
巣
部
を
で

き
る
だ
け
切
除
す
る
広
汎
性
子
宮
全
摘
術

な
ど
の
根
治
手
術
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

良
性
疾
患
で
は
比
較
的
侵
襲
が
少
な
く
入

院
期
間
も
短
い
腹
腔
鏡
下
手
術
や
膣
式
手

術
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
産
婦
人
科
の
診
療
内
容
を
示
し
ま
す
。

産
科
に
関
し
て
は
、
正
常
妊
娠
、
正
常
分

娩
だ
け
で
な
く
、
子
宮
外
妊
娠
、
流
早
産
、

前
置
胎
盤
、
常
位
胎
盤
早
期
剥
離
な
ど
の

異
常
妊
娠
や
異
常
分
娩
、
内
科
な
ど
他
科

と
協
力
し
て
合
併
症
妊
娠
も
取
り
扱
っ
て

い
ま
す
。
た
だ
し
、
当
院
に
は
未
熟
児
セ

ン
タ
ー
（
N
I
C
U
）
が
な
く
、
早
い
妊

娠
時
期
で
の
早
産
に
関
し
て
は
他
院
に
母

体
搬
送
や
新
生
児
搬
送
し
て
い
ま
す
。
婦

人
科
に
関
し
て
は
、
子
宮
癌
、
卵
巣
癌
な

ど
の
悪
性
腫
瘍
と
そ
の
前
癌
病
変
、
子
宮

筋
腫
、
子
宮
内
膜
症
、
子
宮
脱
、
卵
巣
嚢

腫
な
ど
の
良
性
疾
患
、
さ
ら
に
は
月
経
不
順
、

月
経
困
難
症
、
更
年
期
障
害
、
尿
失
禁
、

骨
粗
鬆
症
、
不
妊
症
、
ク
ラ
ミ
ジ
ア
や
ヘ

ル
ペ
ス
な
ど
の
性
行
為
感
染
症
、
子
宮
付

属
器
炎
、
骨
盤
腹
膜
炎
、
膀
胱
炎
、
腎
盂
炎
、

膣
炎
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
ま
す
。 

　
当
科
の
特
色
に
つ
い
て
示
し
ま
す
。
婦

人
科
癌
に
関
し
て
は
、
当
院
に
は
日
本
婦

人
科
腫
瘍
学
会
の
暫
定
指
導
医
が
2
人
お
り
、

子
宮
頸
癌
、
子
宮
体
癌
、
卵
巣
癌
取
り
扱

い
規
約
に
準
じ
て
根
治
手
術
療
法
、
が
ん

化
学
療
法
や
放
射
線
療
法
な
ど
の
集
学
的

治
療
が
可
能
な
数
少
な
い
病
院
の
1
つ
で
す
。

ま
た
、
妊
娠
希
望
を
も
つ
子
宮
癌
や
卵
巣

癌
の
初
期
病
変
患
者
さ
ん
に
対
し
て
は
、

子
宮
を
温
存
す
る
、
妊
娠
・
分
娩
が
可
能

な
治
療
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
子
宮
筋
腫
や
子
宮
内
膜
症
に
関
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
は
手
術
に
よ
る
切
除
が
主
な
治

療
法
で
し
た
が
、
近
年
は
薬
物
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
あ
る
程
度
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
妊
娠
機
能
の
温

存
を
希
望
さ
れ
る
女
性
に
は
筋
腫
の
み
を

切
除
し
て
子
宮
を
残
す
子
宮
筋
腫
核
出
を

し
て
い
ま
す
。 

　
産
科
に
関
し
て
は
、
母
乳
育
児
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
病
棟
で
は
助
産

師
に
よ
る
母
乳
指
導
や
母
乳
外
来
を
月
、
水
、

金
曜
日
の
週
3
回
し
て
い
ま
す
。
乳
房
の

ト
ラ
ブ
ル
が
あ
れ
ば
な
ん
で
も
ご
相
談
下

さ
い
。
最
近
、
児
童
虐
待
な
ど
で
母
子
関

係
の
確
立
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
愛
着
形

成
支
援
の
た
め
、
カ
ン
ガ
ル
ー
ケ
ア
や
夫

立
ち
会
い
分
娩
を
し
て
い
ま
す
。 

　
女
性
に
と
っ
て
産
婦
人
科
は
受
診
し
に

く
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
妊
娠
だ
け
で
な
く
、

月
経
不
順
、
不
正
出
血
、
帯
下
、
強
い
下

腹
部
痛
や
月
経
痛
な
ど
心
配
事
が
あ
れ
ば
、

気
軽
に
ご
受
診
下
さ
い
。
ま
た
、
女
性
医

師
の
診
察
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
外
来
受

付
で
ご
相
談
下
さ
い
。 
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検
査
室
だ
よ
り

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
っ
て
ど
ん
な
ウ
イ
ル
ス
？ 

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
カ
ッ
プ
状
の
窪
み
を
も

っ
た
、
小
さ
な
丸
い
ウ
イ
ル
ス
で
す
。（
そ

の
た
め
、
以
前
は
小
型
球
形
ウ
イ
ル
ス
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
）
１１
月
〜
２
月
に
流
行
す

る
急
性
胃
腸
炎
の
多
く
が
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ど
う
や
っ
て
感
染
す
る
の
？ 

◆
ケ
ー
ス
①
…
ヒ
ト
か
ら
排
出
さ
れ
た
ウ
イ

ル
ス
が
、
河
川
を
経
て
海
に
た
ど
り
着
き
二

枚
貝
の
内
臓
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
そ
れ
を

不
十
分
な
加
熱
で
食
べ
る
こ
と
に
よ
り
感
染

し
ま
す
。 

《
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！
》
カ
キ
を
食
べ
た
ら

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
っ
か
り
加
熱
し
て
食
べ
れ
ば
大
丈

夫
で
す
。
生
で
食
べ
る
と
き
は
必
ず
生
食
用

の
カ
キ
を
選
ん
で
下
さ
い
。 

◆
ケ
ー
ス
②
…
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
が
手
を
十
分
に
洗
わ
ず
に
料
理
を
す
る
と
、

食
品
が
汚
染
さ
れ
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。 

《
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！
》
お
料
理
を
す
る
前

は
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。
魚
・
肉
な
ど
を
切

っ
た
後
は
、
ウ
イ
ル
ス
が
ま
な
板
・
包
丁
な

ど
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
よ
く

洗
っ
て
か
ら
次
の
食
材
を
切
っ
て
下
さ
い
。 

◆
ケ
ー
ス
③
…
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た

人
の
便
や
嘔
吐
物
に
含
ま
れ
る
ウ
イ
ル
ス
が

手
を
介
し
て
口
か
ら
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に

よ
り
感
染
し
ま
す
。 

     《
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
！
》
家
族
の
看
病
を
す

る
と
き
、
便
や
嘔
吐
物
に
さ
わ
る
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
ゴ
ム
手

袋
・
マ
ス
ク
を
し
て
扱
っ
て
下
さ
い
。
手
袋

を
外
す
と
き
、
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
手
袋
を
外
し
た
後
は
、
手

洗
い
・
う
が
い
を
忘
れ
ず
に
し
て
下
さ
い
。 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
た
ら
ど
う
な
る
の
？ 

　
ヒ
ト
の
小
腸
に
感
染
し
て
、
下
痢
や
嘔
吐

を
お
こ
す
ウ
イ
ル
ス
で
す
。 

　
ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
と
約

１
日
〜
２
日
で
発
症
し
ま
す
。 

　
症
状
は
下
痢
・
吐
き
気
・
嘔
吐
・
腹
痛
・

発
熱
（
３８
℃
以
下
）
な
ど
、
か
ぜ
に
似
た
症

状
で
す
。（
症
状
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
） 

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
法
は
？ 

　
数
年
前
ま
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
は
特

殊
な
医
療
機
関
（
保
健
所
な
ど
）
で
し
か
検

査
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
で
は
一

般
の
病
院
で
も
検
査
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

当
院
で
も
検
査
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
保

険
は
適
応
さ
れ
ま
せ
ん
）。
い
ろ
い
ろ
な
検

査
法
が
あ
り
ま
す
が
、
当
院
で
は
Ｅ
Ｉ
Ａ
法

と
い
う
方
法
で
便
か
ら
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
し

て
い
ま
す
。 

治
療
に
つ
な
が
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

季
節
や
行
事
を
と
り
入
れ
た
給
食
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
棟
担
当
栄
養
士
が
患

者
訪
問
を
行
い
、
栄
養
障
害
や
食
欲
不
振
の

患
者
さ
ん
に
は
嗜
好
な
ど
を
ふ
ま
え
た
個
別

対
応
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
平
成
18
年
5
月

の
新
シ
ス
テ
ム
導
入
後
に
は
一
般
食
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
別
に
提
供
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。

食
札
に
は
料
理
名
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
記
載

さ
れ
、
個
々
の
食
事
量
が
把
握
で
き
、
ま
た

退
院
後
の
自
己
管
理
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
嚥
下
訓
練
食
を
開
始
し
、
ス
チ
ー
ム

コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
を
利
用
し
た
咀

嚼
し
や
す
い
軟
ら
か
い
食
事
（
ソ
フ
ト
食
）

も
提
供
し
て
い
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

【
個
人
栄
養
教
育
】 

患
者
個
々
に
合
わ
せ
、
自
己
管
理
で
き
る
よ

う
に
栄
養
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
食

事
療
法
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
定
期
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

【
集
団
栄
養
教
育
】 

院
内
で
は
「
糖
尿
病
教
室
」、「
腎
臓
病
教
室
」、

「
妊
産
婦
教
室
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
地
域
の
健
康
教
室
で
栄
養
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

 「
安
全
で
美
味
し
く
食
べ
や
す
い
食
事
」
と

「
継
続
で
き
る
栄
養
療
法
」
を
め
ざ
し
て
努

力
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

管
理
栄
養
士
7
人
と
委
託
調
理
部
門

（
株
）日
米
ク
ッ
ク
と
共
に
栄
養
給
食

業
務
と
栄
養
指
導
業
務
の
二
つ
に
分

か
れ
て
仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

栄
養
給
食
業
務
 

栄
養
指
導
業
務
 

栄

養

科

紹

介
そ
 

し
ゃ
く
 

え
ん  

げ 
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各
科
外
来
診
察
予
定
表

よく確
かめて

おいで
下さい

平成19.1.4現在

※整形外科の初診は手術の都合により変更する場合があります。
※耳鼻科の初診受付は午前10時までとなりますのでご注意ください。
※各担当医師については、急な手術、出張等により代診・休診とさせていただく場合がありますのでご了承ください。

藤本・向井

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初　診

（呼吸器） 再　診

午後診療
１３：３０～１５：３０

初　診
８：３０～１１：００

再　診
８：３０～１１：３０
（予約再診を除く）

初　診
８：３０～１１：００
再　診
８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００

１４：００～１５：００

８：３０～１１：００

１４：００～１５：００

８：３０～１１：００

１５：３０～１６：００

８：３０～１１：００
（完全予約制）

８：３０～１０：００
（完全予約制）

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：３０
（木曜は手術の為休診）

初　診

（循環器） 再　診

午後診療
１３：００～１５：３０

初　診

（腎・膠原病） 再　診

午後診療
１３：３０～１５：３０

初　診

（糖尿病代謝）

再　診

初再診形 成 外 科

初再診
脳神経外科

再　診

初再診呼吸器外科

初　診

産 婦 人 科 再　診

午後診療

初再診
皮　膚　科

午後診療

再　診

午後診療
１３：３０～１５：３０

初　診
（消化器）

再　診

初再診

小　児　科
午後診療

初再診外　　　科

初　診
心臓血管外科

再　診

初　診
整 形 外 科

初 診 再 診 午後診療

内
　
科

高　橋 村　井 大　成

高橋・村井 高　橋 村　井

喘息外来
広大医師

禁煙外来
高橋

藤　井 國　田 小　林

小　林 前田・小林 藤井・國田
ト部

関　口 関　口
（第2木曜休診）

石田（和）
（予約再診）

大　野
（予約再診）

関　口

串畑
倉恒（初再診）

前田
卜部（初再診）

倉　恒 平　林

平林・倉恒 平　林 串　畑

CAPD外来
平林・串畑・倉恒

石田（和） 大　野大　黒

金沢・大田 重　光 藤本・奥田

茂　木 茂　木
創傷・褥瘡ケア外来 茂　木

田　口 木　下 黒　木 湯　川 湯　川

湯　川 黒　木 田　口 田　口 黒　木

渡 渡 渡 手術日 熊　谷

藤　本 内　藤 向　井 内　藤 今　福

内藤・今福 内藤・今福 藤本・向井藤本・向井

予約診療 予約診療

特殊外来

大　黒 石田（和）・大野
大黒 石田（和）・大野 石田（和）・大野石田（和）・大黒

小松・浅本 石田（邦） 徳　毛 大　原 横　道

徳　毛 小松・大原 石田（邦）・横道 小　松 石田（邦）・浅本

中畠・下薗 中畠・古井 下薗・古井 中畠・下薗 中畠・古井

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

予防接種
心臓・乳児検診

（1才半から第2・第4火曜）

慢性疾患
腎・肝炎・喘息等

乳児検診
（要予約）

中光・永田
羽田野

角・今村
湯浅

中光・香山
水上

永田・湯浅
羽田野

今村・香山
水上

川　上 望月（慎）繁　本 繁　本 中尾（達）

川上・中尾（達） 繁　本 中尾（達）・望月（慎）

藤本・重光 大　田 初診医師 奥　田 金　沢

森川・田中
北野

森川・田中
北野

森川・田中
北野

森川・田中
北野

森川・田中
北野



JA広島総合病院／広報誌「せと」第18号　　　　　　　　　　2007年（平成19年）1月29日（月曜日）発行

5

原田（奇数週）
井上（偶数週）
原田（偶数週）
井上（奇数週）

　
10
月
よ
り
友
弘
先
生
の
後
任
と
し
て
広
島
大

学
病
院
か
ら
赴
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
狭
心
症
・

心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
を
中
心
に
心
不

全
や
不
整
脈
な
ど
循
環
器
疾
患
全
般
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
丁
寧
に
診
察
し
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
く
説
明
を
す
る
よ
う

に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

産
婦
人
科 

　
　
坂
手
　
慎
太
郎 

　
平
成
18
年
10
月
よ
り
産
婦
人
科
で
赴
任
し
て

参
り
ま
し
た
、
坂
手
慎
太
郎
と
申
し
ま
す
。
平

成
16
年
広
島
大
学
卒
業
後
、
２
年
間
市
立
三
次

中
央
病
院
で
初
期
臨
床
研
修
し
、
今
年
の
4
月

か
ら
半
年
間
大
学
病
院
で
研
修
し
て
お
り
ま
し
た
。

未
熟
な
点
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
患
者
様
一

人
一
人
に
し
っ
か
り
と
接
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

皮
膚
科 

　
　
北
野
　
文
朗 

　
10
月
よ
り
東
広
島
医
療
セ
ン
タ
ー
か
ら
転
勤

と
な
り
、
現
在
は
外
来
に
も
病
棟
に
も
す
こ
し

慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
東
広
島
は
非
常
に

寒
い
と
こ
ろ
で
、
冬
に
な
る
と
よ
く
田
圃
に
車

が
ス
リ
ッ
プ
し
て
落
ち
る
と
い
う
、
な
か
な
か

大
変
な
と
こ
ろ
で
す
。
寒
さ
が
苦
手
な
私
と
し

て
は
、
冬
を
前
に
沿
岸
部
に
移
る
こ
と
が
で
き

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

新
任
Dr
の
紹
介

１
．
あ
な
た
は
、
個
人
的
な
背
景
の
違
い

や
病
気
の
性
質
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

２
．
あ
な
た
は
、
医
療
の
内
容
、
そ
の
危

険
性
お
よ
び
回
復
の
可
能
性
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
、
十
分
な
納
得
と
同
意
の

う
え
で
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

３
．
あ
な
た
は
、
今
受
け
て
い
る
医
療
の

内
容
に
つ
い
て
ご
自
分
の
希
望
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

４
．
あ
な
た
の
医
療
上
の
個
人
情
報
は
保

護
さ
れ
ま
す
。 

５
．
あ
な
た
に
研
究
途
上
に
あ
る
治
療
を

お
す
す
め
す
る
場
合
に
は
、
治
療
の
内

容
や
従
来
の
治
療
方
法
と
の
違
い
な
ど

に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
十
分
な
説
明
を

し
ま
す
。 

１
．
安
心
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
す
べ
て

の
人
に
信
頼
さ
れ
る
医
療
の
実
現
に
努

め
ま
す 

２
．
親
切
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
和
と
思

い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
ま
す 

３
．
身
近
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
地
域
に

密
着
し
た
医
療
と
健
康
的
な
生
活
の
提

供
に
努
め
ま
す 

４
．
立
派
な
病
院
　
私
た
ち
は
、
最
新
の

知
識
と
技
術
を
習
得
し
良
質
な
医
療
の

提
供
に
努
め
ま
す 

J
A
広
島
総
合
病
院
基
本
理
念

患
者
さ
ん
の
権
利

  

循
環
器
内
科 

　
　
田
　
　
直
仁 

診療科
曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

初　診
泌 尿 器 科

再　診

初再診眼　　　科

初　診

耳鼻咽喉科 再　診

午後診療

初　診

再　診歯科口腔外科

午　後

初　診

再　診

精　神　科

心 療 内 科

初再診
麻　酔　科

術前診察

初再診画像診断部

初再診放射線治療科

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１１：００

８：３０～１０：００

８：３０～１１：３０

８：３０～１１：００

１４：００～１６：００

８：３０～１１：００
（予約制）

８：３０～１０：３０
（完全予約制）

完全予約制

８：３０～１１：００
（再診は11：30まで）

廣本・望月（英） 小深田 廣本・後藤 望月（英） 小深田・後藤

後藤 廣本・望月（英） 小深田 廣本・小深田 望月（英）

二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田 二井・胡田

兼　見 水　野 兼　見 水　野 兼見・水野

水　野 兼　見 水　野 兼　見 兼見・水野

月曜 アレルギー（１５：３０～１６：００）　第2・4月曜 補聴器（１３：００～１６：００予約制）
（医師は交替制）

井　上 原　田 井　上 原　田

原　田 井　上 原　田 井　上

手術日 外来手術日
（予約制） 手術日 外来手術日

（予約制） 一般外来

世木田世木田 世木田 世木田

世木田 世木田 世木田

世木田

松　本 中尾（正） 東 松　本 中尾（正）

白石・小村 松　原 白　石 松原・小村 東

藤川・秦 藤川・海地・石川 藤川・石川 藤川・鈴木 藤川・秦

桐生・橋本 桐生・橋本 桐生・橋本 桐生・橋本 桐生・橋本
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糖尿病代謝内科 
主任部長 

石 田  和 史

　
当
院
に
毎
年
11
月
「
糖
尿
病
大
学
」
と

い
う
企
画
が
あ
る
こ
と
を
、
皆
様
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
？
 

　
こ
の
「
糖
尿
病
大
学
」
は
、
患
者
様
や

ご
家
族
の
皆
様
が
糖
尿
病
に
対
す
る
正
し

い
知
識
を
習
得
し
、
日
頃
の
糖
尿
病
治
療

に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
昭
和
62
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。 

企
画
内
容
と
し
ま
し
て
は
、 

①
全
国
各
地
で
糖
尿
病
診
療
の
第
一
線
で

　
ご
活
躍
の
先
生
に
よ
る
特
別
講
演
 

②
院
内
ス
タ
ッ
フ
立
案
に
よ
る
院
内
企
画
 

③
管
理
栄
養
士
の
メ
ニ
ュ
ー
に
基
づ
き
、

　
給
食
ス
タ
ッ
フ
が
調
理
し
た
低
カ
ロ
リ

　
ー
の
食
事
に
よ
る
昼
食
会
 

④
合
併
症
な
く
長
年
良
好
に
治
療
さ
れ
た

　
患
者
様
へ
の
メ
ダ
ル
表
彰
（
初
診
よ
り

　
10
年
で
銅
メ
ダ
ル
、20
年
で
銀
メ
ダ
ル
、

　
30
年
で
金
メ
ダ
ル
、
昨
年
は
主
治
医
に

　
よ
る
特
別
表
彰
も
初
め
て
行
い
ま
し
た
） 

の
４
つ
が
柱
で
し
た
。 

　
第
１
回
開
催
の
昭
和
62
年
の
出
来
事
を

調
べ
て
み
ま
す
と
、
国
鉄
民
営
化
に
よ
る

J
R
誕
生
、
愛
酒
家
の
方
な
ら
ど
な
た
も

ご
存
知
の
「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
ビ
ー
ル

の
大
ヒ
ッ
ト
、
昭
和
天
皇
が
腹
部
手
術
を

受
け
ら
れ
る
、
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ち

な
み
に
当
時
廿
日
市
は
ま
だ
廿
日
市
町
で
、

廿
日
市
市
誕
生
は
昭
和
63
年
4
月
で
す
。

そ
の
後
毎
年
回
を
重
ね
、「
糖
尿
病
大
学
」

は
昨
年
20
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

院
内
企
画
は
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
変
遷

し
て
お
り
、
患
者
様
に
ご
登
場
い
た
だ
い

て
体
験
発
表
を
行
う
と
い
っ
た
個
人
情
報

が
明
ら
か
に
露
出
す
る
企
画
が
次
第
に
陰

を
潜
め
、
最
近
は
参
加
の
皆
様
全
員
が
主

役
に
な
る
よ
う
な
ク
イ
ズ
形
式
や
運
動
実

体
験
の
よ
う
な
全
参
加
型
の
企
画
が
中
心

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
20
年
と
い
う
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、

糖
尿
病
自
体
の
問
題
も
大
き
く
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
第
一
に
、
新
た
な
糖
尿
病

経
口
薬
や
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
薬
の
登
場
で
、

個
々
の
患
者
様
に
合
っ
た
治
療
の
選
択
肢

が
広
が
っ
た
こ
と
、
第
二
に
治
療
効
果
判

定
や
合
併
症
早
期
発
見
を
外
来
レ
ベ
ル
で

迅
速
に
可
能
と
す
る
検
査
が
充
実
し
た
こ

と
、
さ
ら
に
合
併
症
の
治
療
薬
が
登
場
し

て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
患

者
様
に
と
っ
て
福
音
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
そ
の
反
面
、
深
刻
な
問
題
も
出
て

来
ま
し
た
。
平
成
14
年
の
厚
生
労
働
省
糖

尿
病
実
態
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
日
本
全

体
で
糖
尿
病
の
疑
い
が
強
い
人
が
7
4
0

万
人
、
糖
尿
病
の
可
能
性
が
あ
る
人
（
糖

尿
病
予
備
軍
）
が
8
8
0
万
人
と
い
う
数

字
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
糖
尿
病
大
学
が

始
ま
っ
た
頃
は
、
当
院
糖
尿
病
外
来
に
初

め
て
糖
尿
病
に
か
か
っ
て
受
診
す
る
50
才

未
満
の
方
は
ま
れ
で
し
た
が
、
現
在
は
30

〜
40
歳
代
が
当
た
り
前
、
中
に
は
20
才
前

後
で
受
診
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ

の
30
年
間
に
我
が
国
で
糖
尿
病
に
な
っ
た

人
は
約
30
倍
増
加
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
一
昔
前
な
ら
、
身
内
に
糖
尿
病
の
い

な
い
方
が
糖
尿
病
に
な
る
こ
と
は
珍
し
い

事
で
し
た
が
、
現
代
は
グ
ル
メ
ブ
ー
ム
や

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
氾
濫
で
日
本
人
ら

し
い
食
生
活
が
失
わ
れ
、
交
通
・
器
具
の

発
達
や
長
時
間
労
働
で
運
動
す
る
機
会
が

大
幅
に
失
わ
れ
た
結
果
、
日
本
人
の
多
く

が
糖
尿
病
に
な
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い

ま
す
。
　
昨
年
の
流
行
語
大
賞
で
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
は
、
こ
う
い
っ
た
生
活
の
乱
れ

に
よ
っ
て
過
剰
に
蓄
積
し
た
内
臓
脂
肪
が

糖
尿
病
・
高
脂
血
症
・
高
血
圧
症
の
原
因

と
な
り
、
そ
れ
が
最
終
的
に
脳
血
管
障
害

や
心
筋
梗
塞
の
よ
う
な
深
刻
な
病
気
に
つ

な
が
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
す
。

最
近
「
健
康
番
組
」
と
称
す
る
医
学
的
根

拠
の
乏
し
い
テ
レ
ビ
番
組
が
増
え
、
そ
れ

を
見
て
食
材
を
買
い
あ
さ
る
方
が
多
い
事

を
私
ど
も
専
門
家
は
大
変
危
惧
し
て
お
り

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
を
踏
ま
え
、「
糖

尿
病
大
学
」
に
一
区
切
り
を
つ
け
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
な
わ
ち

今
後
は
、
糖
尿
病
に
ま
だ
か
か
っ
て
お
ら

れ
な
い
方
々
を
対
象
に
、
糖
尿
病
は
ど
ん

な
病
気
か
、
か
か
ら
な
い
た
め
の
対
策
は

ど
う
す
る
の
か
、
と
い
っ
た
マ
ス
コ
ミ
に

踊
ら
さ
れ
な
い
糖
尿
病
予
防
の
正
し
い
知

識
や
実
践
の
啓
発
の
場
に
す
る
所
存
で
す
。

具
体
的
な
計
画
に
関
し
ま
し
て
は
、
い
ず

れ
多
く
の
皆
様
の
目
に
触
れ
る
形
で
ご
披

露
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の

節
は
、
是
非
皆
様
の
大
事
な
ご
家
族
や
ご

友
人
を
お
誘
い
い
た
だ
き
、
多
く
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
っ
て
な
に
？

　
早
期
の
乳
癌
も
発
見
で
き
る
、

　
乳
房
専
用
の
X
線
撮
影
の
こ
と
で
す
。

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
、
し
こ
り
と
し
て

触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
早
期
乳
が
ん
の
サ

イ
ン
で
あ
る
石
灰
化
（
砂
粒
の
よ
う
に
見
え

る
も
の
）
を
、
鮮
明
に
映
し
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。
Ｘ
線
を
使
用
し
ま
す
が
、
そ
の
量

は
ご
く
わ
ず
か
で
、
ほ
と
ん
ど
危
険
は
あ
り

ま
せ
ん
。
撮
影
自
体
は
5
分
程
度
で
す
。
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
乳
房
全
体
の
写
真
を
1
枚

に
映
し
出
し
、
左
右
を
比
較
し
て
診
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
写
真
を
比
較
し
な
が
ら
診
ま

す
の
で
、
組
織
の
微
妙
な
変
化
を
捉
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
40
歳
に
な
る
前
に
健
康
な

乳
房
の
状
態
を
撮
影
し
て
お
く
と
良
い
で
し

ょ
う
。（
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
） 

い
つ
撮
影
す
る
の
が
良
い
の
？

注
意
す
る
こ
と
は
？

ど
こ
で
受
け
る
の
？

乳
が
ん
検
診
の
内
容
は
？

　
2
0
0
4
年
4
月
か
ら
は
、
乳
が
ん
 

　
検
診
と
い
え
ば
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

　
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
視
触
診
だ
け

　
で
は
乳
が
ん
検
診
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
40
歳
〜
49
歳
の
女
性
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

2
方
向
と
視
触
診
、50
歳
以
上
の
女
性
は
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
1
方
向
と
視
触
診
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。 

乳
が
ん
が

1
0
0
%
見
つ
か
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
だ
け
で
は
発
見
が

　
難
し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
過
信
し

　
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
乳
が
ん
の
発
見

　
に
は
、
月
１
回
の
自
己
検
診
が
大
事

　
で
す
。

　
ど
ん
な
に
質
の
高
い
写
真
と
診
断
が
行
わ

れ
て
も
、
約
10
〜
15
％
の
乳
が
ん
が
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
の
み
で
は
見
落
と
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
、
手

に
触
れ
な
い
非
常
に
早
期
の
乳
が
ん
の
サ
イ

ン
で
あ
る
石
灰
化
を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
、
全
く
症
状
の
な
い
方
た
ち
を
対

象
と
す
る
検
診
で
は
大
変
役
に
立
ち
ま
す
。

し
か
し
、
若
年
で
非
常
に
乳
腺
の
発
達
し
た

方
、
授
乳
中
の
方
、
手
術
後
の
方
な
ど
は
苦

手
で
す
。 

　
自
分
の
乳
房
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う
！
 

ど
ん
な
ふ
う
に
撮
影
す
る
の
？

　
圧
迫
板
と
い
う
透
明
な
板
で
乳
房
を

　
や
や
強
め
に
押
さ
え
ま
す
。
　

　
こ
れ
は
、
診
断
に
必
要
な
良
い
写
真
を
撮

る
た
め
に
は
と
て
も
重
要
で
す
。
乳
房
は
立

体
的
で
厚
み
も
あ
る
た
め
、
そ
の
ま
ま
撮
る

と
、
重
な
り
の
た
め
に
実
際
の
腫
瘍
が
写
し

出
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
乳
房
を
薄
く
し
て
撮
り
ま
す
。
ど
う
し
て

も
我
慢
で
き
な
い
場
合
は
、
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
加
減
し
ま
す
か
ら
。 

　
撮
影
の
範
囲
は
、
脇
の
下
を
含
め
乳

　
房
全
体
で
す
。
撮
影
の
際
、
制
汗
剤

　
や
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
は
よ
く
拭
き
取
っ

　
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ウ
ダ
ー
な
ど
が
つ
い
た
ま
ま
撮
影
す
る

と
、
画
像
上
、
が
ん
の
サ
イ
ン
で
あ
る
石
灰

化
に
非
常
に
似
た
偽
像
が
出
ま
す
。
髪
の
毛

も
邪
魔
に
な
り
ま
す
の
で
、
束
ね
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。 

　
異
変
に
気
が
つ
い
た
ら
、
医
療
機
関

　
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
自
分
で
触
れ
て
気
に
な
る
し
こ
り
や
、
気

に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
検
診
を
待
た

ず
に
、
医
療
機
関
（
乳
腺
外
来
も
し
く
は
外

科
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
乳
房
を
圧
迫
す
る
の
で
、

　
乳
房
が
は
っ
て
い
る
時
期
は
避
け
た

　
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ
う
。

　
生
理
が
始
ま
っ
て
2
・
3
日
後
か
ら
1
週

間
く
ら
い
ま
で
の
、
乳
房
の
は
り
や
痛
み
が

な
い
時
期
が
お
勧
め
で
す
。 

　
検
診
は
自
覚
症
状
の
な
い
健
康
な
方

　
が
受
け
る
も
の
で
す
。
検
診
施
設
で

　
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
行
政
が
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
検
診
は

2
年
に
1
回
で
す
。
検
診
に
は
、
住
民
検
診

と
個
別
施
設
検
診
が
あ
り
ま
す
。
検
診
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
行
政
ま
た
は
最
寄
り
の

検
診
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
自
費

で
乳
が
ん
検
診
を
受
診
さ
れ
る
場
合
は
間
隔
、

方
法
は
自
由
で
す
。
受
診
施
設
は
自
分
で
選

び
ま
し
ょ
う
。
基
本
的
に
乳
が
ん
検
診
に
お

け
る
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
ど
こ
の
施
設
で

受
け
て
も
同
じ
よ
う
に
乳
が
ん
が
見
つ
か
る

よ
う
、
精
度
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
施
設
を

選
ぶ
際
に
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
精
度

管
理
中
央
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。 

回
答
者 

　
放
射
線
科 

　
　
科
　
長
　
小
濱 

千
幸 

〜
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る
 

　
　
乳
が
ん
検
診
へ
よ
う
こ
そ
〜
 

シ
リ
ー
ズ

Q

A

&

病

気

の

皆
さ
ん
の
知
り
た
い
身
近
な
病
気
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
形
式
で
取
り
上
げ
ま
す
。

健
康
管
理
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
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ニコチンパッチの使い方 

ニコチンガムの使い方 

禁煙に役立つ日常生活の工夫は、いろいろ。 

─『禁煙について』─ 

　タバコはいろいろな病気をつくり出します。禁煙することにより、心筋梗塞などの循環器疾患や肺
がんなどのリスクは、半分程度に減少することがわかっています。また、喫煙者だけでなく、周囲の
人にも悪影響を及ぼします。 
　最近、禁煙したいと思う人も増えていますが、タバコの煙に含まれるニコチンは依存性がある上に、
禁煙は今までの習慣を大きく変える難事業であり、なかなかうまくいかないのが現状です。 
 
　上手に禁煙するには、ニコチン依存に対してはニコチンパッチやニコチンガムといったニコチン切
れ症状を軽減する薬を利用したり、吸いたい気持ちをそらせる日常生活の工夫を取り入れていったり
するといいでしょう。 

もし吸ってしまっても再チャレンジ！ あきらめずに続けることが大切です。 

かかりつけの医師に相談し、処方してもらう。 
（大、中、小あり、当院では1枚あたり450円程度の自己負担） 
※保険がきく病院もあります。 

ニコチンパッチ使用中に喫煙すると、ニコチンパッチから吸収されるニコチンに加え、
喫煙による大量のニコチンが吸収されて急性ニコチン中毒を招く危険があります。 
使用したら喫煙しないことが大事な原則です。 

噛みすぎるとニコチンが唾液にたくさん混じり、それを飲み込むことでのどが荒れたり、胃炎を起
こしたりすることがあります。禁煙のスタート時は吸いたくなったらニコチンガムを噛みましょう。 
タバコを吸わないことに慣れてきたら、ニコチンガムの個数を減らしていきましょう。 

医師の指示に従い、原則として1日1枚、 
腕、おなか、背中などに貼る。 

ニコチンパッチを貼っても 
吸いたくなったら？ 
 

ポイント！！ 

2

1

5～10回程度ゆっくり噛んでやわらかくし、1分ぐらい頬と歯茎の間に挟み、 
頬の粘膜からニコチンを吸収させる。 

30分ほど①の動作を繰り返したら捨てる。 2

1


